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本日の御議論

⚫ 2025年度実需給向け追加オークションの約定結果が電力広域的運営推進機関から
公表されたので、電力・ガス取引監視等委員会による監視結果と合わせ、御報告させて
いただきたい。

⚫ 次に、2028年度実需給向けメインオークションの需要曲線原案が容量市場の在り方等
に関する検討会において策定されたので、当該原案について御審議をいただきたい。
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1. 2025年度実需給向け追加オークションの約定結果等

2. 2028年度実需給向けメインオークションにおける需要曲
線
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追加オークション（実需給年度：2025年度）の約定結果

*:「約定総額（経過措置控除後）÷約定総容量」にて算出

⚫ 2024年5月10日～5月22日において追加オークション（北海道・東京・九州の3エリア
を対象とした供給力の調達オークション）が開催され、その約定結果が広域機関より公
表された。

– 約定総容量は、約133万kW
（北海道:約58万kW 東京:約30万kW 九州:約45万kW）

– エリアプライスは、以下のとおり。
なお、同じ実需給年度を対象としたメインオークションの約定価格も合わせて示す。

• 北海道エリア ：13,761円/kW（メインオークション 5,242円/kW (*1) ）

• 東京エリア ：  3,495円/kW（メインオークション 3,495円/kW）

• 九州エリア ：  5,029円/kW（メインオークション 5,242円/kW (*1) ）

– 経過措置等を踏まえた約定総額は、約105億円(*2) 

– 経過措置考慮後の総平均単価(*3)は、約7,880円/kW

⚫ なお、追加オークションで供給力を調達した結果として、供給信頼度基準を満たさない
エリアが存在する。これらのエリアについては、実需給年度において直ちに供給力が不足
するものではないが、需給状況を注視し、必要に応じて供給力対策を検討する。

*1:2025年度実需給向けのメインオークションでは、北海道エリア・九州エリアにおいて一部マルチプライス方式が適用されている
*2:追加オークションの結果を反映した容量拠出金の試算値に対する割合は約2%
*3:「経過措置等を踏まえた約定総額÷約定総容量」にて算出
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【参考】追加オークションの開催判断時における供給力の充足状況
第91回 制度検討作業部会 資料3

(2024年4月22日)
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【参考】容量市場メインオークション結果概要

第88回 制度検討作業部会 資料4-3
(2024年1月31日)
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【参考】発動指令電源の維持管理コストに関する解釈について

⚫ 今回の追加オークションでは、電力・ガス取引監視等委員会の事後監視により、発動指
令電源として参加した事業者の応札価格について是正の指示が行われた。

⚫ 容量市場における入札ガイドラインでは、電源を維持することで支払うコストから他市場
収益を差し引いた額（維持管理コスト)で応札をしている場合には、経済合理的な行
動と考えられるため、価格のつり上げに該当しないとみなされる旨が整理されている。

⚫ 事後監視の中で、容量市場で取引されるkW価値は、電力を提供する能力に対する価
値であるため、発動指令電源においては待機するだけでアグリゲーターとして必要にな
る運用コストを電源を維持することで支払うコストとみなすことが合理的であるとされた。

⚫ 容量市場における入札ガイドラインでは、電源を維持することで支払うコストとして認識す
ることが適切な項目が例示されており、既存のガイドラインにおいても、発動指令電源に
とっての電源を維持することで支払うコストの適切な解釈は可能と考えられる。

⚫ 一方、発動指令電源として参加する電源にはDR（デマンド・レスポンス）のような一
般的な発電設備ではないリソースが含まれている点も踏まえ、今回の監視結果を受け、
維持管理コストの考え方を容量市場における入札ガイドラインへ補足する予定である。
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【参考】発動指令電源の維持管理コストに関する補足内容（案）

5. 容量市場の活性化
（３） 監視対象行為

（イ） 価格つり上げ
市場支配力を有する事業者が、電源を維持するために容量市場から回収が必要な金額を不当に上回る価格で応札することで、
本来形成される約定価格よりも高い約定価格が形成される場合には、価格のつり上げに該当すると考えられる。この点、市場
支配力を有する事業者が、電源を維持することで支払うコストから電源を稼働することで得られる他市場収益を差し引いた額
（維持管理コスト)で応札をしている場合には、経済合理的な行動と考えられることから、価格のつり上げには該当しないもの
とみなされる。

① 電源を維持することで支払うコスト
電源を維持することで支払うコストには、例えば、以下のような項目が含まれると考えられる19,20,21。なお、定期検査等、実需給年度までに要する
複数年度分の費用については、単年度に一括計上するのではなく、平準化した単年度分の費用のみ計上することが合理的と考えられる。また、供
給計画上、実需給年度までに休廃止を予定している電源を稼働するための工事に係るコスト（修繕費・経年改修費）については、電源を維持
することで支払うコストに含めて算定することが考えられる。

＜注釈＞
19 例示項目に関わらず、維持管理コストの考え方に従い、その他のコストが発生する場合には、当該コストを応札価格に織り込むことは価格つり
上げに該当しないと考えられる。

20 維持管理コストの考え方に従い、以下の項目を含めることは合理的ではないと考えられる。
・事業報酬
・事業税（資本割・付加価値割）
・法人税
・減価償却費

21 発動指令電源については、もし対象の実需給期間中に発動指令が無かったとしても、発動指令に応じることができる状態で待機するために支
払うコストが該当すると考えられる。

■容量市場における入札ガイドライン抜粋 *赤字:追記箇所
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1. 2025年度実需給向け追加オークションの約定結果等

2. 2028年度実需給向けメインオークションにおける需要曲
線
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需要曲線の審議について

⚫ 2024年6月27日に開催された第56回容量市場の在り方等に関する検討会において、
電力広域的運営推進機関（以下、「広域機関」という。）が策定した2028年度実需
給向けメインオークションの需要曲線原案について報告が行われた。

⚫ 広域機関が策定した需要曲線原案については、国が関連する審議会等で審議のうえ、
広域機関において決定することとされているため、御確認いただきたい。

第12回 制度検討作業部会（2017年10月6日）資料3
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目標調達量の算定結果

⚫ 2028年度実需給向けメインオークションにおける目標調達量は約1億8,616万kW
（全国H3需要×約115.9%）と算定された。

第56回 容量市場の在り方等に関する検討会
（2024年6月27日）資料6
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【参考】必要供給力の見直し（要素ごとの見直しの方向性）
第94回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会

資料1 (2024年1月24日)
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第95回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会
資料1 (2024年2月20日)

【参考】必要供給力の見直し（厳気象対応分の扱い）
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【参考】必要供給力の見直し（制度検討作業部会での整理）

第89回 制度検討作業部会 資料6
(2024年2月28日)
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指標価格（Net CONE）の算定結果

⚫ 2028年度実需給向けメインオークションにおける指標価格（Net CONE）は、最新の
経済指標を用いて算定した結果、9,875円/kWとなった。

第56回 容量市場の在り方等に関する検討会
（2024年6月27日）資料6
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【参考】Net CONEにおける他市場収益の考え方

第47回 容量市場の在り方等に関する検討会
（2023年5月30日）資料4

⚫ 2027年度実需給向けメインオークションから、Net CONEにおける他市場収益は
Gross CONEに一定の他市場収益率を乗じて求めることとなった。



16

需要曲線の策定結果と約定処理において加算する供給力

⚫ 最新の供給計画や経済指標等に基づき策定された需要曲線、及び約定処理において
加算する供給力は以下のとおり。

第56回 容量市場の在り方等に関する検討会
（2024年6月27日）資料6
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【参考】需要曲線の考え方について
第23回 容量市場の在り方等に関する検討会

（2020年1月31日）資料4
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【参考】約定処理において加算する供給力
第56回 容量市場の在り方等に関する検討会

（2024年6月27日）資料6
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今後のスケジュール

⚫ 本日の御議論を踏まえた結果を広域機関に報告する。その後、広域機関において需要
曲線の公表が行われる。

期間 概要

2024年6月27日
第56回容量市場の在り方等に関する検討会に
おいて、需要曲線の原案について報告

2024年7月23日
本作業部会において、需要曲線の原案につい
て審議

2024年7～8月（予定） 募集要綱の確定・公表、需要曲線の公表

2024年8月～10月（予定）
参加登録（事業者情報、電源等情報、期待容
量）や応札準備

2024年10月以降（予定） 応札期間

2024年12月以降（予定） 約定結果の公表

本日
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